





























































































































































































































































　　 を問うている。そこでは,年 代的推移 を資
　　料活用で読み取 らせ,そ れは食糧不足 に伴
　　 う栄養不足のためと因果関係 を考える能力
　　 を養い説明的知識を身に付けさせている。
　　資料 「くろ虫 とり」 の作文か らは当時の




























































































































































































　学習活動分析 カテゴリーを低位,中 位,高 位
のカテゴリーでまとめると,次 の通 りである。
C教 諭の授業　低位30(39)中 位18(23)高 位
29(38)　 　　　　　　　　　 ()内 は比率
イ　 授業における子 どもの発言の割合
　授業全体の教師と子 どもの言語の割合を調べ
ると,こ の授業は発間数28,発 言数46,総 数74






　 C教 諭の授業　発問2　 発言8　 合計10
工　学習指導過程分析波型図
一90一
発 達 教 育 学 部 紀 要
表3　 学習指導過程の分析波型図
学習指導過程(導 入,展 開,終 宋)の 分析






































































































































































































































社 会 科 的 用 語

























　授業 コミュニケーション分析結果か ら,次 の
諸点の考察ができる。















言とは異 なる波型が見 られる。これは個別的 ・
創造的に授業が展開 していることを表 している。
③ 社会科的用語使用 と指導過程における学習





























を探 ることで,教 材(資 料)の 客観的機能の評
価が可能になる。 第4学 年単元 「土師ダムと
人々の くらし」(昭 和48年,52年,56年)の 計
画と実践結果は次の通 りである。





















































































































　大学授業に 「受講者 ノー ト」を活用すると学
生の 自己教育性が促進 され,社 会科発展学習
(レポー ト作成)に おいて も自己教育力が発揮
される。「社会科教育内容論」(2009年 後期実施)
の各学生による共同地域調査研究の演習テーマ
と一部学生0.T氏 の 「受講者ノー ト」 と個人レ
ポー トの概要 を記す と次の通 りである。
(1)地 域調査共同研究の演習テーマ
1班LANDMARK　 in東 山













　②　0.T氏 の 「受講者 ノー ト」とレポー トの
概要
　0.T氏 の 「受講者ノー ト」 と個人レポー トの
概要は次の通 りである。
○　　「社会科教育内容論」の 「受講者ノー ト」
　 0.T氏 の受講者ノー トは,「社会科教育内容





◇第4回 「第3学 年及び第4学 年社会科授業論
　(1)」(2009.10.9)(略)
◇第9回 「社会科授業科学論」(2009.11.13)








　 この話を聞いた瞬間に 「学習指導案づ くりの
　過程とまるっきり同じだ」 ということに気が




0　 0.T氏 の レポー トの概要
　題名 「京都の通 り名の秘密を探ろうU～ 錦小
路通 りの秘密」
◇は じめに
　 (略)京 都市には沢山の通 りが存在 している
が,今 回は 「五条通 り」 と 「錦小路通 り」を中
心に取 り上げ,人 々の生活の様子の移 り変わ り
を今と昔の視点か ら感じたいと思う。私は,古




　わ らべ唄 「丸竹夷」 と錦小路通 りの文献資料
で大まかな知識を得た後,実 際に錦小路通 りを
歩 き,通 りや市場の様子を観察する。合わせて,
京都市役所で入手 した錦小路通 りの民家 ・商店
などの分布地図を見てい くことで,錦 小路通 り
周辺に暮 らす人々の くらしと街の様子の移 り変





















































8 [2 (4) 2 (2) 2 (l)TJ 
+65T25 この言葉，貞広さんが考えた言葉?
それとも日本全国で言われている言葉?どっ
ちだと思いますか? 9 [2 (2) 2 (4)J 
66C41 日本の政府が考えた言葉だと思います。
9 [2 (2)J 
67C42 教科書の104頁に載っています。「略，
入選作」と書いてあるので，日本国民が使っ





























































































































全国で言われた言葉? 9[2 (2) 2 (4)J 
66C41 日本の政府が考えた言葉だと思います。
概念的知識
19)前掲10)98頁
20)梶田叡一「自己教育とは何か一基本的な四側
面と七視点について」北尾倫彦編『自己教育
力を考える』図書文化 1897年 19頁~27頁
21)河野重男「教育改革と自己教育力の育成」北
尾倫彦編『自己教育力を考える』図書文化 1897
年 2 頁~11頁
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